
認証証書を手に微笑む矢澤代表理事

ちばＧＡＰ審査会の様子

整理整頓された資材倉庫の様子

農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

の
普
及
拡
大
を
目
指
し
、
「
ち
ば
Ｇ

Ａ
Ｐ
制
度
」
が
平
成
三
○
年
二
月
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
取
組
む
こ
と
に
よ
り
、

作
業
者
の
労
働
安
全
、
農
作
物
の
衛

生
管
理
、
環
境
負
荷
低
減
、
生
産
コ

ス
ト
削
減
な
ど
経
営
改
善
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
夷
隅
地
域
で
は
、

い
す
み
市
の
農
事
組
合
法
人
み
ね
や

の
里
が
平
成
二
九
年
度
に
ち
ば
Ｇ
Ａ

Ｐ
を
申
請
し
、
農
場
評
価
を
経
て
、

ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
認
証
取
得
に
至

り
ま
し
た
。

代
表
理
事
の
矢
澤
喜
久
雄
氏
か
ら

は
、
「
第
三
者
か
ら
評
価
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
経
営
上
の
潜
在
的
な

リ
ス
ク
が
把
握
で
き
た
。
農
薬
や
肥

料
な
ど
の
在
庫
管
理
が
し
っ
か
り
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
良
か
っ

た
。
」
と
の
意
見
も
聞
か
れ
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
に
取
組
む
こ
と
で
経
営
改
善
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

夷
隅
農
業
事
務
所
で
は
、
今
後
も

Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
取
組
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

いすみ農業改良

普及だより普及だより普及だより
発行：夷隅農業事務所
　　　TEL0470－82－2213　FAX0470－82－3975　〒298－0212　千葉県夷隅郡大多喜町猿稲14
　　　ホームページアドレス　http://www.pref.chiba.lg.jp/ap－isumi/
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ほ場内のイネばか苗病罹病株

大苗育苗棚の設置作業風景

一
宮
・
岬
梨
組
合
岬
支
部
で
は
平

成
三
○
年
度
県
単
事
業
「
早
期
成
園

化
・
省
力
化
の
た
め
の
ナ
シ
改
植
促

進
事
業
（
大
苗
育
苗
ほ
の
設
置
）
」

を
活
用
し
て
、
ナ
シ
大
苗
を
育
成
す

る
ほ
場
を
い
す
み
市
岬
町
に
設
置
し

ま
し
た
。

 

岬
町
は
古
く
か
ら
の
日
本
ナ
シ
の

産
地
で
す
が
、
他
産
地
と
同
様
に
主

力
品
種
の
「
幸
水
」
「
豊
水
」
の
老

木
園
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
木
園
解
消
の
た
め
に
は
、
改
植
後

早
期
に
成
園
並
み
の
収
量
が
得
ら
れ

る
早
期
成
園
化
技
術
の
導
入
が
有
効

で
あ
る
た
め
、
事
業
を
導
入
し
ま
し

た
。
早
期
成
園
化
技
術
に
は
、
長
さ

三
・
五
ｍ
以
上
の
大
苗
が
必
要
で
す
。

真
っ
直
ぐ
大
き
な
苗
を
作
る
に
は
、

か
ん
水
や
施
肥
、
病
害
虫
防
除
、
伸

び
た
枝
の
誘
引
と
い
っ
た
定
期
的
な

管
理
作
業
が
必
要
に
な
る
た
め
、
誘

引
専
用
の
棚
が
必
要
で
す
。
設
置
し

た
育
苗
ほ
場
で
は
、
最
大
四
○
○
本

の
大
苗
を
育
成
で
き
ま
す
。
な
お
、

平
成
三
一
年
に
は
「
幸
水
」
の
大
苗

三
三
○
本
を
十
二
月
ま
で
育
成
し
、

既
存
園
を
改
植
し
て
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽

培
に
取
り
組
む
生
産
者
二
名
が
活
用

す
る
予
定
で
す
。

共
同
の
大
苗
ほ
場
の
設
置
に
よ
り

改
植
や
新
植
が
進
み
、
産
地
全
体
の

樹
の
若
返
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
早
期
成
園
化
技
術
と
は
〉

●
二
本
主
枝
一
文
字
整
枝

密
植
が
可
能
で
単
純
な
樹
形
に

よ
り
省
力
化
が
図
れ
ま
す
。

●
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培

密
植
と
主
枝
の
接
ぎ
木
に
よ
り
、

定
植
後
早
期
に
成
木
並
の
収
量

が
得
ら
れ
ま
す
。

種
子
生
産
ほ
場
周
辺
で
「
イ
ネ
ば

か
苗
病
」
が
多
発
し
、
水
稲
種
子
の

安
定
生
産
・
供
給
に
影
響
が
出
て
い

ま
す
。
千
葉
県
で
は
採
種
ほ
場
周
辺

一
○
○
ｍ
以
内
の
ほ
場
に
一
本
で
も

本
病
の
発
生
が
あ
る
と
、
そ
の
採
種

ほ
場
の
籾
は
種
子
と
し
て
流
通
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
イ
ネ
ば
か
苗
病
」
は
育
苗
期
以

降
に
発
生
し
、
稲
株
の
異
常
徒
長
、

黄
化
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

本
田
で
の
罹
病
株
は
枯
死
し
、
株
表

面
に
白
色
粉
状
の
胞
子
を
作
っ
て
飛

散
し
ま
す
。
発
生
程
度
が
大
き
い
場

合
は
減
収
し
ま
す
。

本
病
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

以
下
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
種

子
消
毒
の
徹
底
に
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
種
子
伝
染
す
る
た
め
、
病
気
の
発

生
し
た
ほ
場
か
ら
は
自
家
採
種
し

な
い
。

②
ヘ
ル
シ
ー
ド
Ｔ
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
モ

ミ
ガ
ー
ド
Ｃ
・
Ｄ
Ｆ
な
ど
の
特
に

効
果
が
高
い
化
学
合
成
農
薬
を

使
う
。

③
化
学
合
成
農
薬
は
、
水
温
一
○
℃

未
満
で
は
効
果
が
劣
る
た
め
、
育

苗
ハ
ウ
ス
内
な
ど
薬
液
水
温
を
確

保
で
き
る
場
所
で
使
用
す
る
。

④
浸
漬
処
理
中
に
は
、
籾
袋
を
数
回

揺
す
り
、
中
ま
で
薬
液
が
浸
透
す

る
よ
う
に
す
る
。

⑤
浸
漬
処
理
後
は
、
籾
表
面
が
白
く

な
る
ま
で
（
一
〜
二
日
程
度
）
陰

干
し
を
行
う
。

育
苗
中
、
本
田
移
植
後
に
発
見
し

た
罹
病
株
は
、
抜
き
取
っ
て
土
中
に

埋
没
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
適
正
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ネ
ば
か
苗
病
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
　
　
　
　
　

梨
の
早
期
成
園
化
に
　

　
　
　
　
　
ト
ラ
イ
！
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自慢のコンバインと座間さん

座
間
さ
ん
は
、
い
す
み
市
岬
町
で

約
一
三
㏊
の
水
稲
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
栽
培
品
種
は
「
ふ
さ
こ
が

ね
」
と
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
中
心
で

す
。
岬
稲
作
研
究
会
に
所
属
し
、
ち

ば
エ
コ
等
の
特
別
栽
培
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
座
間
さ
ん
の
作
る
美

味
し
い
米
は
、
銀
座
の
寿
司
店
で
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
水
田
で
は
酒
米
で

あ
る
「
総
の
舞
」
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「
総
の
舞
」
は
、
採
種
栽

培
で
あ
り
、
他
品
種
や
雑
草
の
混
入

に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
栽
培

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
織
活
動
で
は
、
千
葉
県
農
業
士

協
会
夷
隅
支
部
の
支
部
長
や
、
い
す

み
市
岬
町
農
振
会
の
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
様
々
な
組
織
で
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
座
間
さ
ん
は
、
水
稲
経
営

を
行
う
一
方
で
、
造
園
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。
水
稲
の
仕
事
が
ひ
と
段
落

し
た
秋
〜
冬
を
中
心
に
、
庭
園
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、
「
水

稲
の
作
業
効
率
向
上
を
図
り
、
ゆ
と

り
あ
る
農
業
経
営
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
る

座
間
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農
地
の

中
間
的
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を
担

う
組
織
と
し
て
、
農
地
を
借
り
受
け
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
保
全
管
理
や

区
画
整
備
を
進
め
、
ま
と
ま
っ
た
形

で
担
い
手
に
貸
し
付
け
ま
す
。
千
葉

県
で
は
、
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園

芸
協
会
が
農
地
中
間
管
理
機
構
と
し

て
、
県
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
農
地
を
貸
し
た
い
方
】

・
高
齢
で
農
作
業
が
で
き
な
く
な

り
、
後
継
者
が
い
な
い
。

・
農
地
を
誰
か
に
貸
し
た
い
。

・
今
後
は
、
施
設
野
菜
に
専
念
し

た
い
の
で
田
を
や
め
た
い
。

【
農
地
を
借
り
た
い
方
】

・
農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡

大
し
た
い
。

・
新
規
就
農
や
新
規
参
入
し
た
い
。

・
分
散
し
た
農
地
を
集
約
し
、
経

営
を
効
率
化
し
た
い
。

こ
の
両
者
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

千
葉
県
園
芸
協
会　
043-223-3011

収
入
保
険
制
度
は
従
来
の
制
度
で

は
補
償
で
き
な
か
っ
た
市
場
価
格
の

下
落
、
盗
難
等
様
々
な
農
業
経
営
リ

ス
ク
に
対
す
る
保
険
で
す
。

米
や
野
菜
、
果
樹
、
花
等
ほ
ぼ
全

て
の
農
産
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

収
入
保
険
は
掛
捨
て
の
保
険
方
式
と

掛
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方
式
の
組

合
せ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
国
の
補
助

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
自
動
車
保

険
と
同
様
の
危
険
段
階
別
の
掛
金
率

と
な
り
ま
す
。
保
険
期
間
（
一
年

間
）
の
収
入
が
補
償
限
度
額
（
過
去

五
年
の
平
均
収
入
の
九
〇
％
が
上

限
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ

た
額
の
九
〇
％
上
限
で
保
険
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
保
険
加
入
の
留
意
点

は
申
請
の
前
年
か
ら
青
色
申
告
が
必

須
で
、
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策
等

の
類
似
制
度
と
同
時
加
入
は
で
き
ま

せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
問
合

せ
先
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

ち
ば
N
O
SA
I連　
043-245-7447

ざ
　
ま
　
ま
さ
　
と
し

頑
張
る
農
家
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
い
す
み
市
　
座
間
雅
敏
さ
ん

「
千
葉
県
農
地
中
間
管
理
機
構
」

　
あ
な
た
の
農
地
を
繋
ぎ
ま
す

収
入
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
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関
　
秀
典
さ
ん
（
い
す
み
市
）

関
さ
ん
は
水
稲
十
一
㏊
と
ハ
ー
ブ

六
〇
ａ
の
複
合
経
営
農
家
で
す
。
水

稲
は
「
ふ
さ
お
と
め
」
と
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
を
栽
培
し
、
ハ
ー
ブ
は
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
と
ス
ペ
ア
ミ
ン
ト
を
施
設

お
よ
び
露
地
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
い
す
み
青
年
部
の
副
部
長
を

務
め
、
活
発
な
部
会
運
営
に
貢
献
す

る
中
、
新
規
園
芸
品
目
の
栽
培
に
も

挑
戦
し
、
経
営
発
展
に
向
け
て
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
農
業
の
中
心
的
担

い
手
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

織
本
幸
一
さ
ん
（
い
す
み
市
）

織
本
さ
ん
は
水
稲
八
五
㏊
と
施
設

園
芸
（
ス
ト
ッ
ク
・
ト
マ
ト
）
二
〇

ａ
の
複
合
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
稲
は
主
食
用
米
、
飼
料
用
米
（
専

用
品
種
）
や
採
種
用
栽
培
に
取
り
組

み
、
販
売
先
も
分
散
化
す
る
な
ど
安

定
し
た
経
営
で
あ
り
、
地
域
農
業
の

模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
規
就
農
者
や
農
機
メ

ー
カ
ー
等
関
連
産
業
の
研
修
生
受
入

な
ど
若
手
農
業
後
継
者
等
の
育
成
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
り　
も
と　
こ
う　
い
ち

　
せ
き　
　
　
ひ
で　
の
り

（1）農業経営体育成セミナー
■対 象 者　新たに農業に就いた青年（概ね４０歳まで）
■開催時期　６月～２月（月１回程度）　
■内　　容　農業経営に関する「知識・技術」の習得や「課

題解決」手法を学ぶプロジェクト学習の実施、
「地域の仲間づくり」を目的として、３年間の
研修を計画しています。

（2）いすみ農業実践塾
■対 象 者　主に定年帰農者やＵターン就農者等（概ね４０

歳以上）。農協や直売所等へ生産物の出荷を目
指す方（農地を所有しているか、貸借の見込み
がある方）。

■開催時期　６月～３月（月１回程度）　
■内　　容　夷隅地域の主要品目である食用ナバナや新規品

目のスナップエンドウ等について実践的な講
義・実習を行っています。

研修は原則無料です。
開講は２０１９年６月を予定しています。受講を希望される方は、夷隅農業事務所改良普及
課（電話８２－２２１３）へ２０１９年５月２４日までに御連絡ください。

平
成
三
〇
年
度
千
葉
県
指
導
農
業
士
と
し
て
織
本
幸
一
さ
ん
、
農
業
士
と
し

て
関
秀
典
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
新
規
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

あつまれ！セミナー・実践塾受講生の募集

指
導
農
業
士
・
農
業
士
新
規
認
証
者
の
紹
介


